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明
治
小
学
校
に
は
毎
年
た
く
さ
ん

の
地
域
の
人
々
が
来
ら
れ
、
特
に
春

の
梅
祭
り
や
秋
の
収
穫
祭
に
は
、
地

域
の
お
年
寄
り
を
招
待
し
て
全
校
で

ふ
れ
あ
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
以
外
に

も
、
ど
の
学
年
も
、
地
域
に
出
か
け

た
り
、
反
対
に
地
域
の
み
な
さ
ん
に

来
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
地
域
の

人
た
ち
か
ら
見
守
ら
れ
な
が
ら
生
き

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
な
が
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
身
近
な
人
々

と
つ
な
が
り
の
中
で
生
き
て
い
る
こ

と
の
心
地
よ
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
、
よ
り
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
い

て
い
こ
う
と
す
る
前
向
き
な
生
き
方

へ
と
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
こ
と

が
、
お
互
い
の
存
在
を
大
切
に
す
る

生
き
方
と
し
て
身
に
つ
い
て
い
く
も

の
と
考
え
、
実
践
を
進
め
て
き
た
も

の
で
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、
３
年
生
の
取
り
組

み
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

見つめよう・学び合おう・見つめよう・学び合おう・
つながろうつながろう

　明治小学校では三年前から、「夢と希望を持って、自らの未来を開
く心豊かな子どもの育成」～見つめよう　学び合おう　つながろう～
をテーマとして取り組みを進めています。その中で特に大切にしてい
るキーワードは『つながり』です。

　３年生の学習は、鳥取地域の山間部にある明治地区の「生
きがいの森」を訪れることからスタートしました。地域の竹
内宗一さんは、この森の木を守り、道を整備し、子どもたち
が座るベンチを作るなど、誰もが歩いて楽しめるようにして
おられます。毎年、子どもたちは地域のたからものである「生
きがいの森」でのふれあいを楽しみにしています。
　子どもたちは、竹内さんのそんな生き方に間近かにふれ
ることによって、自分たちの住んでいる地域に誇りを持ち、
愛着を持つとともに地域の人とのつながりを大切にしてい
こうという思いがより一層深まっていきました。
　その後も、公民館活動への参加や野菜作りに取り組んで
おられる「ラブグリーン細見」のみなさんとの交流、奥細
見での炭焼き体験など「明治のたからもの」を探し求める
学習を進めてきました。
　このように、地域の人たちと出会い、お互いの思いを交
わす中で、今の自分たちにできることはどんなことだろう
と考えることができるようになったことが大きな成果です。
　今後はさらに、地域の一員として新しい明治を創ってい
くために、自分たちのくらし
を豊かでよりよいものにして
いくこと、自らが進んで地域
に出かけて主体的に行動して
いくことなど、つながりを大
切にした実践を続けていきた
いと考えています。
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テーマ

　生きがいの森に来たときには、りっぱ
なヒノキだなと思いました。竹内さんが、
この森の道を一人で作っておられること
を知ってびっくりしました。ものすごい
どりょくだと思います。竹内さんは明治
の美しい森を守っておられます。ぼくも
みんなのためになるようなことができる
ようになりたいです。

３年生の取り組み

●  参加した子どもたちの感想から

「明治のたからものをさがそう」「明治のたからものをさがそう」

　ラブグリーン細見のみなさんは、みん
ながにこにこわらっておられてやさしか
ったし、助け合ってがんばっておられる
なと思いました。
　畑も田んぼも大きくてびっくりしまし
た。みんなで力を合わせると、すごい力
になるのだと思いました。

「ラブグリーン細見」との交流「ラブグリーン細見」との交流

「生きがいの森」で竹内さんとふれあう児童たち「生きがいの森」で竹内さんとふれあう児童たち
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